






























ここで {aaa} 内の aaa は bib キーと呼ばれる*1。

















いるといったことであったため，一念発起して BiBTEX （以下 bibtex）に切
り替えた。
bibtex とは latex と組み合わせて文献データベースから自動的に参考文
献リストを作成するパッケージで，Oren Patashnik と Leslie Lamport によ
って1985年に作られた*2。その後国際化がすすみ，日本語対応の bibtex に
ついて jbibtex が開発された。現在は pbibtex と呼ばれている。他にも内部





















に bib ファイルがどのような形式か説明し， bibtex をどう使えばよいかを
説明する。そして社会科学でよく使われる「著者（年）」ためのパッケージ 
natbib を説明し，これで日本語文献を扱うための jecon.bst を説明する。
最後にいくつかの注意をのべる。
2.1　bibtexを使う場合








     author  = {Roger B. Myerson},
     title   = {Optimal {Auction} {Design}},
     journal = {Mathematics of Operations Research},
     year    = {1981},
     volume  = {6},
     number  = {1},
     month   = {feb},
     pages   = {58--73}
}
という書式という書式によって書かれている。文献の種類が指定され，中
括弧でいくつかの項目があるが，一番最初の行にある mye:1981 は bib キ
ーと呼ばれる。それ以外はフィールドと呼ばれる。
文献の種類について，論文の場合は @article ではじめる。書籍の場
合 @book である。本の一部の論文を引用する場合 @incollection であ
る。学会の予稿集なら @proceedings で，出版されていない論文は 
@unpublished である。大学や研究機関で出しているワーキングペーパー
なら @unpublished の note 欄にワーキングペーパー名等を書き込めば












author = {John Doe}
のどちらかで指定するのに対し、日本人名のときは
author = {太郎，山田}









bib ファイル（ここでは bibtest.bib）を準備したうえで tex ファイル
を次のように編集する。
１．\begin{document} の後，参考文献リストの前に \bibliographystyle 
{jplain} を指定する。
表１　bibキー
文献種類 bibtex 必要項目 任意項目
学術論文 @article arthor, title, journal, year volume, number, pages, month, note
書籍 @book arthor/editor, title, 
pubuliser, year
volume, number, series, address, 
edition, month, note
書籍の一部 @incollection author, title, booktitle, 
publisher, year
editor, volume, number, series, type, 
chapter, pages, address, edition, 
month, note
未発表論文 @unpublished author, title, note month, year
技術報告書 @techreport author, title, institution, 
year
type, number, address, month, note





















































































































さらに jecon.bst は他のフィールドとして doi ナンバーや url フィー
ルドやアクセス日時 access フィールドもあり，最近のインターネットか
らの引用にも対応している。もし bib ファイル内で url アドレスがあるの























JabRef は最も有名な bib ファイル文献管理ソフトウェアである。実行に
は Java が必要である。入手は公式ホームページからダウンロードすればよ
い。設定であるが，最初にダウンロードしたときは英語のままなので次の














































































１．tex ファイル内の \bibliographystyle，\bibliography 命令を両
方とも消す。




































私は以前は citeulike に登録して文献を収集していたが，現在は Zotero 




















































については，ISBN がわかっているなら，Zotero から直接 ISBN を入力す
れば良い。ただ，日本語の書籍だとローマ字の書誌情報になることもある。
ISBN がわかっていなくても Google Books や Amazon などに存在する本
なら，そこのサイトで書誌情報を得ることができる。
学術論文について Google Scholar (https://scholar.google.co.jp) 
に対応しており，公表論文も未公表論文も調べられる。また英語論文だけ
なく日本語論文も入手可能である。公表論文についてdoiがあるならそれを




























は，うまくエントリーキーを作成してくれず，あとで JabRef などの bib フ
ァイル編集支援ソフトを利用する必要がある。



















私は，Box.net を利用している。クラウドで最も有名な Dropbox は 
WebDAV に対応していない。執筆時点で，Box.net は，無料で10G提供し
てくれるので，論文ひとつが 2M であっても 5000本の登録可能である。た
だ WebDAV だとグループ・ライブラリの中のファイルの同期がサポート
されないようである。







ば，Zotfile，Zutilo Utility for Zotero，Google Scholar Citation for Zotero，
LyZ などがある。最初の Zotfile はスタンドアローンでもインストール可能
である。
Zotfile (http://zotfile.com/)は，添付した pdf ファイルの名前変更を







また tablet の同期についても Dropbox などのクラウドフォルダに出力




他のアドオンとして Zutilo Utility for Zotero はキーボードショートカッ
トをカスタマイズしてくれる。ただ私はあまり使っていない。Google 
Scholar Citation は Google Scholar が計算した引用数も入力してくれる。た
だそれが note フィールドに入れられるので，私の使用環境では邪魔なだけ
であった。
LyZ は LyX で Zotero のコレクションを直接導入できるようになる。
LyX は latex のフロントエンドプロセッサであり，これについては別の機
会に紹介したい。
3.4　Zotero 変換の注意
Zotero のコレクションを bib ファイルに出力する際の注意を述べてお
く。引用元の情報がいいかげんなことがある。doi から入力するとある程


















して jauthor が求められているが，Zotero のエクスポートでは translator 
になる。また，和書をひらがな順もしくは，洋書と同様にアルファベット
順にするための yomi フィールドは出力されない。
一番簡単な解決方法は，bibtex に出力される度に translator フィールドを 
jauthor に変更し，yomi フィールドを付け加え，よみがなを追加すればよ
い。
ただ Zotero のほうで修正があるたびに Texmaker などのエディタを使
い一括変換してもよいが，一々修正することになり面倒である。一括で済
むように工夫するには Unix に馴染みがある人は sed を利用すればよい。
Zeotro にある翻訳者名はそのままで，「よみ」として「寄稿者」を割り当
てておく。bib ファイルとして出力したあと次のコマンドを入力する*8。
sed -e "s/translator/jauthor/" -e "s/collaborator/yomi/" -e
変更前.bib >> 変更後.bib





Zotero を使うとき英語文献のみの bib ファイルはそのままの出力でほ
ぼ対応できてる。日本語文献では bib キーが上手く出力されない。









pdf で論文を読むとき iOS や Android のタブレットを使えば，パソコン
で読むより読みやすい。私は古い人間なので，論文についてほとんどいち
いち印刷して書き込んでいるが，おそらく若い研究者はタブレットでその
まま読むことが多いだろう。現在， Apple の iPad Air２ と Google の Nexus７ 
と Sony のデジタルペーパー (http://www.sony.jp/digital-paper) を
保有しているので，その感想を簡単に述べたい。
iPad Air２ の OS は iOS であり，Android に比べタッチパッドの使い心
地が格段によい。さらに iOS に辞書が内蔵されており，pdf ファイルで未
知の単語を長押しすれば辞書が開いて意味を教えてくれる。有料アプリ 
Goodreader などを利用して，いくつかの書き込み等も可能である。
さらに，iOS には zotpad という無料アプリがある。これによって Zotero 
の自分のライブラリを閲覧したり，編集したりすることができる。また iOS 
には Papership というアプリがあり，これは Zotero と mendeley の両方に






Android は，Gmail や Google Calender などパソコンでも Google 提供の
サービスを使っていると便利である。また Android には Firefox のアプリ
がありブックマークが同期できる。ただパソコン用のアドオンは利用でき
ない。なお Android で Zotero を利用するには Zandy を用いればよい。
Nexus７ は iPad に比べ軽量なので，ノートパソコンとともに持ち運ぶとき
はもっぱらこちらを使っている。









論文を読むためにどの tablet がいいかというと圧倒的に iOS である。た
だ私はこの夏，新型の Retina ディスプレイの macbook を購入した。この















とで jecon.sty に対応した bib ファイルを作成しやすくなる。
さらに，補論のように Firefox のソースコードを変更すれば， Zotero の
エクスポートのみで，jecon.bst に対応した bib ファイルを作ることがで
きる。








４．翻訳書が存在する日本語文献の場合，JabRef で一部手動で bib キー
を生成する必要がある。
ただもとの書誌情報が更新されるたびに変更の必要がある。













以下 Zotero の出力で，一発で jecon.bst に対応した bib ファイルを作
成するためにどのように設定ファイルを変更すればよいかを説明する。そ




設定ファイル BibTeX.js の場所であるが，Zotero の環境設定で詳細の
タグに移動し，「データ・ディレクトリを表示する」をクリックする。そこ
から zotero，translator のフォルダを開けば，該当ファイルは見付かる。
Mac や Ubuntu だと，コマンドラインから
find ~/ -name "BibTeX.js"
で，場所をさがせる。このオリジナルを別名で保存しておく。
bib ファイルの出力の際に，翻訳者を jauthor フィールドに，寄稿者を 
yomi フィールドに変更するための BibTeX.js の修正は以下である。
if (translator){
     writeField ("translator","{" + translator.substr (5)+










     }
if (collaborator){
     writeField ("collaborator","{" + collaborator.substr
     (5)+ "}",true);
が執筆時点の最新バージョン（4.0.27）では1264 行にあるので,
if (translator){
     writeField ("jauthor","{" + translator.substr (5)+
     "}",true);
     }
if (collaborator){
     writeField ("yomi","{" + collaborator.substr (5)+






var citeKeyCleanRe = /[^a-z0-9\!\$\&\*\+\-\.\/\:\;\<\>\?\
                     [\]\^\_\`\|]+/g;
var citeKeyConversions = {
     "a":function  (flags,item){
          if (item.creators && item.creators[0] && item.
              creators[0].lastName){
              return item.creators[0].lastName.toLowerCase
147
              ().replace (/ /g,"_").replace (/,/g,"");
          }
          return "";
      },
      "t":function  (flags,item){
          if  (item["title"]){
              return item["title"].toLowerCase ().replace
              (citeKeyTitleBannedRe,"_").split (/\s+/g)[0];
          }
          return "";
      },
      "y":function  (flags,item){
          if (item.date){
              var date = zotero.Utilities.strToDate
              (item.date);
              if (date.year && numberRe.test (date.year)){
                  return date.year;
              }
          }
          return "????";




//var citeKeyCleanRe = /[^a-z0-9\!\$\&\*\+\-\.\/\:\;\<\>\
                       ?\[\]\^\_\`\|]+/g;
var citeKeyCleanRe = /[\"\#\%\'\ (\)\,\=\{\}\~\\]+/g;
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var citeKeyJapaneseRe = /[\u3400-\u4DBF\u4E00-\u9FFF\
                 uD840-\uD87F\uDC00-\uDFFF\uF900-\uFAFF]/;
var citeKeyConversions = {
     "a":function  (flags,item){
         if (item.creators && item.creators[0] && item.
              creators[0].lastName){
              // return item.creators[0].lastName.
              toLowerCase ().replace (/ /g,"_").
              replace (/,/g,"");
              var tmp = item.creators[0].lastName.
                toLowerCase().replace (/ /g,"_").replace 
                (/,/g,"");
              if (tmp.match (citeKeyJapaneseRe)){
                  return item.creators[0].lastName.
                  toLowerCase().replace (/ /g,"_").replace
                  (/,/g,"");
              }
              else return tmp;
         }
         return "";
     },
     "t":function  (flags,item){
         if  (item["title"]){
//             return item["title"].toLowerCase ().replace 
               (citeKeyTitleBannedRe,"").split (/\s+/g)[0];
         var tmp = item["title"].replace (/\s+/g,"_").
                   toLowerCase ();
         var tmp = tmp.replace (citeKeyTitleBannedRe,"").
                   split(/\s+/g)[0];
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         if (tmp.match (citeKeyJapaneseRe))return tmp.
         substr (0,10);
         else return tmp;
         }
         return "";
     },
     "y":function  (flags,item){
         if (item.date){
               var date = zotero.Utilities.strToDate (item.
               date);
               if (date.year && numberRe.test (date.year)){
                     return date.year;
               } 
         }
         return "????";






パッチも今後使えなくなるかもしれないが Firefox や Zotero はオープ
ンソースなので，ソースコードが公開されている。
https://github.com/zotero/zotero
ソースコードは git で管理されているので，それを clone して，バージ
ョンアップごとに merge して自分でコンパイルしていけばよいだろう。
バージョン管理システム git についてはどこかの機会で解説したい。
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